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非犯罪化が ｢自分は虐待の罪を犯 した｣という真なる自己理解を犠牲にしていると主張 し､
さらに､ナラテイブ ･セラピーも ｢自分は虐待 された｣という真なる自己理解を犠牲する
可能性があると主張するが､これら第-の立場の主張は､｢自分は虐待を犯 した｣や ｢自
分は虐待された｣とい う自己理解が特権的に真であることを前提としている｡しか し､｢児
童虐待｣や ｢児童虐待 とい う罪｣そのものが社会的に構成されたと考えられる｡ラベ リン
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